「夢を語れるまち」をキャッチフレーズに頑張っている　はやし高正としては、庄原市の現状をみると、不満だらけです。それは、市民が主役となっていない行政があるからです。議員になって５年目を迎えていますが、無力感を感じることばかりです。執行者の提案は、「どうですか」というものではなく、「これです」という形ででてきます。ですから、議論する余地は殆どなく、意味のない無駄としか思えない建物でも、議会を通過してしまいます。

　議会がちゃんと機能していればという段階の話しではなく、何も考えない、何もしない議員さんにとっては、椅子に座って、「賛成」とやる方が、楽なわけです。そんな議員さんは、市長与党だからと言いますが、市長はそんなお願いをしたことは一度もないと思います。本来、地方議会は、野党であるべきです。
何のための議会なのか、市民の代弁者であるべき議員が、執行者の提案に対し、何ら異議を唱えない現実。常任委員会や特別委員会や議員全員協議会では発言しても、本会議では何も言わない多くの議員さんたち。

　今日も、教育民生常任委員会で教育委員会の職員から痛烈な批判を浴びせられました。執行者の批判をするのであれば、その前に議会としての提案をしてみろと。政策能力を高めろといわれているのです。人が出してきた提案を、ああだこうだと言うばかりの議会では駄目でしょといわれたのです。執行者は強大な権力をもっています。多くの専門職の職員を抱えていますので、これがしたいとなれば、何としても実現に向けて努力します。議会対策や議員対策も心得たもので、あなたの要望は聞きますとなり、直ぐに取引成立となります。
　どうして私がこんなことを何度も何度も書き続けるのかと言えば、それは、庄原市を本当に、「夢を語れるまち」に変えたいからです。嘘を言うな、そんな議員ばかりいるわけないじゃないかと言われるかも知れませんが、皆さんの前で、「市民のために頑張っています」と言わない議員はいません。ですから、議会中継をインターネットでしようと言っているのです。本会議だけでなく、各委員会もすべて中継すれば、議員の意識も変わるはずです。お隣の三次市議会は、ケーブルテレビによる生中継と夕方からの録画放送があります。三次市の議員は、出身地以外の地区に出向いて議会報告会を昨年から実施しています。住民の質問に対し、返答に窮するような議員は、次回は落選の可能性が高くなります。事実、今年の選挙では、実証されています。
　来年こそはと思いたい私ですが、この調子では、何も変わらない庄原市となるのではないでしょうか。こんなことは書きたくありませんが、来年は、猛烈な不景気風が吹き荒れることが予想されます。しかし、市民の暮らしを守るのが行政の責任ですから、より実効性のある経済対策を行うにはどうすればいいのか、未執行の大型事業は廃止して、小口事業で零細事業者を刺激することが重要だと思います。冗談ではなく、零細事業者の多くは廃業すると思います。
